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かわまた議会だより

●
一
般
会
計

　
　
　

町
は
東
北
電
力
の
株

式
を
所
有
し
て
い
る
が
、
株

主
総
会
で
た
び
た
び
出
さ
れ

る
原
発
廃
炉
の
株
主
提
案
に

つ
い
て
は
賛
成
し
た
の
か
反

対
し
た
の
か
。
ま
た
今
後
議

歳　入
163億2008万
7千円

自主財源　　
23億1333万
　9千円
（14.2％）依存財源

140億674万8千円
（85.8％）

町税 10億3269万1千円（6.3％）

寄付金 1434万5千円（0.1％）
財産収入 1684万8千円（0.1％）

繰入金 7億9007万3千円（4.8％）

使用料及び手数料
7237万2千円（0.5％）

繰越金 9775万6千円（0.6％）
諸収入 2億2645万3千円（1.4％）

分担金及び負担金
6280万1千円（0.4％）

地方交付税
28億6448万7千円
（17.6％）

町債
3億7330万円（2.3％）

県支出金
98億9633万2千円（60.6％）

地方譲与税 9976万7千円（0.6％）

国庫支出金
6億55万5千円
（3.7％）

地方消費税交付金
1億3523万8千円（0.8％）

自動車取得税交付金 2779万8千円（0.2％）

地方特例交付金 281万7千円
利子割交付金 265万4千円
交通安全対策特別交付金 190万円
配当割交付金 154万3千円
株式等譲渡所得割交付金 35万7千円

投資的経費

10億6392万3千円
（6.7％）

人件費
11億4490万9千円（7.2％）

扶助費
5億5203万5千円（3.5％）

普通建設事業費
9億2623万円
（5.8％）
災害復旧事業費
1億3769万3千円
（0.9％）

物件費
107億6676万8千円
（67.6％）

補助費等
7億7651万9千円（4.9％）

繰出金 7億4019万6千円（4.6％）

維持補修費 5318万2千円（0.3％）

積立金 1億5320万1千円（1.0％）

159億3632万
1千円

23億1253万2千円
（14.5％）

義務的経費

125億
5986万
6千円
（78.8％）

その他の経費

歳　出

公債費
6億1558万8千円（3.8％）

貸付金 7000万円（0.4％）

　
　
　

原
子
力
災
害
に
よ
っ

て
、
町
税
な
ど
減
収
に
な
っ

て
い
る
が
、
東
京
電
力
へ
の

請
求
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
新
聞
等
の
報
道
を
み
る

と
、
本
町
の
賠
償
請
求
額
は

他
自
治
体
と
比
べ
て
低
い
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

東
京
電
力
の
賠
償
項
目

に
税
に
関
す
る
部
分
は
な
く
、

条
例
等
に
よ
り
減
免
し
た
減

収
分
に
つ
い
て
震
災
復
興
特

別
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
て

い
る
。　
（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

東
京
電
力
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
は
、
現
在
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

東
京
電
力
に
対
し
て
請

求
内
容
の
説
明
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
東
京
電
力
が

賠
償
対
象
に
し
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
、
今
後
正
式
に
請

求
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
企
画
財
政
課
長
）

決
権
を
行
使
す
る
に
当
た
っ

て
、
議
会
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
。　
　
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

株
主
総
会
に
出
席
し
て

い
な
い
の
で
議
決
権
は
行
使

し
て
い
な
い
。
今
後
、
議
決

権
を
行
使
す
る
場
合
は
議
会

の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
。　
　
（
古
川
町
長
）
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９
月
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
24
日
ま
で
の
20
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
や
人
事
案
件
、
条
例
の
制
定
及

び
改
正
、
平
成
24
年
度
各
会
計
の
決
算
等
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
審
議
の
う
え
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
に
平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
し
て
審
査

を
行
い
、特
別
委
員
会
と
し
て
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
９
人
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い

て
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

決
算
の
質
疑

質
問

質
問

質
問

答

答答



かわまた議会だより

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　

短
縮
被
保
険
者
証
の

発
行
件
数
が
２
０
３
件
か
ら

１
０
８
件
に
激
減
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
分
析
し

て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

滞
納
額
が
高
額
に
な
ら

な
い
よ
う
き
め
細
や
か
な
対

応
を
と
っ
て
い
る
こ
と
と
、

納
税
者
に
つ
い
て
も
納
税
意

識
が
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ

と
思
う
。（
町
民
税
務
課
長
）

　

斎
藤
庸
夫
代
表
監
査
委
員

よ
り
、
決
算
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
平
成
24
年
度
の
各
会

計
決
算
に
つ
い
て
は
適
正
に

処
理
さ
れ
て
お
り
、
財
政
及

び
経
営
の
健
全
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

●
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

•
品
名　

個
人
積
算
線
量
計

（
１
，３
０
０
個
）

　
　
　
　

線
量
デ
ー
タ
読
取

パ
ソ
コ
ン（
２
台
）

•
澤
田
由
紀
子
氏

　
　
　
　
　

字
鉄
炮
町

•
佐
野　

孝
治
氏

　
　
　
　
　

福
島
市
入
江
町

•
佐
藤　

初
美
氏

　
　
　
　
　

福
島
市
仲
間
町

•
菅
野　

幸
子
氏

　
　
　
　
　

大
綱
木
字
折
橋

•
佐
藤　

尚
子
氏

　
　
　
　
　

小
神
字
田
代
内

●
教
育
委
員
会
委
員

　

次
の
方
の
再
任
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

•
渡
辺　

信
二
氏

　
　
　
　
　

山
木
屋
字
問
屋

•
髙
橋
裕
美
子
氏

　
　
　
　
　

鶴
沢
字
西
ノ
内

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　

推
薦

　

次
の
方
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

•
遠
藤
貴
美
子
氏

　
　
　

山
木
屋
字
篭
世
戸
山

•
佐
藤　

常
幸
氏

　
　
　
　
　

鶴
沢
字
鶴
東

　
　

積
算
線
量
計
の
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
、
本
人
に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
町
と
し
て

山
木
屋
全
体
の
線
量
の
把
握

に
は
用
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

な
い
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

　
　
　

山
木
屋
に
接
し
て
い

る
小
綱
木
や
飯
坂
、
小
島
地

区
な
ど
で
、
比
較
的
放
射
線

量
が
高
い
所
に
住
ん
で
い
る

人
の
中
に
は
、
毎
日
不
安
を

抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る

人
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
に
も
線
量
計
を
配
布
す

る
考
え
は
な
い
か
。

（
菅
野
正
彦
議
員
）

　
　

時
間
を
い
た
だ
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

●
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委

　

員

　

次
の
方
の
再
任
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の

２
年
間
で
す
。

•
購
入
金
額２２

，０
４
５
千
円

　
　
　

こ
の
積
算
線
量
計
は

配
布
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

貸
与
す
る
の
か
。
ま
た
１
台

当
り
の
価
格
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

線
量
計
は
貸
与
で
は
な

く
個
人
に
配
布
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
１
台
当
り
の
価

格
は
１
万
３
千
円
で
あ
る
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

　
　
　

収
集
し
た
線
量
計
の

デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
は
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

3

質
問

監
査
委
員
報
告

動
産
の
取
得

質
問

質
問

質
問

答

答

答

答

人
事
案
件

歳 入

歳 出

収 支

歳 入

歳 出

収 支

歳 入

歳 出

収 支

歳 入

歳 出

収 支

事業収益

事業費用

経常利益

金　　　額

163億2,008万7

159億3,632万1

3億8,376万6

18億3,632万3

17億2,428万1

1億1,204万2

16億3,016万6

16億1,472万1

1,544万5

1億5,877万1

1億5,847万6

29万5

2億5,316万6

2億 407万4

4,909万2

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計
（事業勘定）

介 護 保 険
特 別 会 計

後期高齢者
医 療
特 別 会 計

水 道 事 業
特 別 会 計

区　　　　　　分

平成24年度主な各会計等の決算額
（単位：千円）



かわまた議会だより

　
　
　

放
射
性
物
質
に
よ
る

汚
染
水
流
出
に
よ
る
海
洋
汚

染
が
一
層
深
刻
さ
を
増
し
て

い
る
中
、
政
府
と
し
て
汚
染

水
対
策
を
国
際
公
約
し
た
以

上
、
事
故
収
束
に
向
け
政
府

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
現
場
を

指
揮
し
、
全
て
の
デ
ー
タ
を

政
府
が
把
握
・
管
理
・
評
価

し
、
併
せ
て
収
束
宣
言
を
撤

回
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
復
興
大
臣

●
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
汚
染

水
放
流
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書

　
　
　

政
府
と
し
て
汚
染
水

対
策
を
国
際
公
約
に
し
た
以

上
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に

よ
る
東
京
電
力
に
対
す
る
指

導
を
、
よ
り
一
層
強
化
す
る

よ
う
求
め
る
。

　
　
　
　

原
子
力
規
制
委
員

会
委
員
長

り
再
編
さ
れ
た
自
治
体
は
、

地
域
の
伝
統
や
文
化
、
郷
土

意
識
を
無
視
し
、
住
民
を
置

き
去
り
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

到
底
地
方
自
治
体
と
呼
べ
る

も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、

道
州
制
の
導
入
に
は
断
固
反

対
す
る
。

　
　
　
　

衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣

●
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
汚
染

水
流
出
の
徹
底
対
策
と
収

束
宣
言
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算

　
　
　

予
備
費
を
減
額
補
正

し
て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
財
政
運
営
を
続
け
て

い
く
の
か
。（高

橋
道
弘
議
員
）

　
　

原
理
原
則
に
立
ち
返
り

適
切
な
財
政
運
営
を
心
掛
け

て
い
く
。　
　
（
古
川
町
長
）

●
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

　

す
る
意
見
書

　
　
　

道
州
制
の
導
入
に
よ

●
川
俣
町
企
業
立
地
促
進
区

域
及
び
避
難
指
示
解
除
区

域
等
に
お
け
る
町
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例

　
　
　

こ
の
条
例
制
定
後
の

関
係
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

町
の
広
報
紙
や
、
償
却

資
産
の
申
告
書
を
送
付
す
る

際
に
あ
わ
せ
て
通
知
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
町
民
税
務
課
長
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

旧
川
俣
精
練
の
解
体

工
事
関
係
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
中
に
は
取
り

壊
さ
な
く
て
も
活
用
で
き
る

建
物
も
あ
る
は
ず
。
そ
の
辺

の
検
討
は
十
分
に
行
っ
た
の

か
。　
　
（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

十
分
な
調
査
、
検
討
を

行
っ
た
う
え
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。（
企
画
財
政
課
長
）
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今
回
の
補
正
で
財
源

が
不
足
す
る
分
は
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん

す
る
と
し
て
い
る
が
、
財
源

が
不
足
す
る
理
由
は
復
興
事

業
を
実
施
す
る
か
ら
だ
と
思

う
。
な
ぜ
復
興
基
金
を
活
用

し
な
い
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

今
後
復
興
基
金
に
振
り

替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

今
後
復
興
住
宅
の
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
対
象
と
な
る
避
難
者

の
希
望
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。　
　
（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

復
興
住
宅
に
つ
い
て
は
、

入
居
希
望
者
の
数
や
住
宅
の

形
態
な
ど
を
把
握
し
た
い
の

で
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
い
。（企

画
財
政
課
長
）

　
　
　

復
興
公
営
住
宅
の
対

象
と
な
る
の
は
、
居
住
制
限

区
域
と
な
る
山
木
屋
乙
８
区

だ
け
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
山
木
屋
地
区
の
全

世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
の
か
。

（
高
橋
道
也
議
員
）

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
山

木
屋
地
区
全
体
の
数
字
を
把

握
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
多

く
の
人
が
住
宅
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
が
把
握
で
き
た
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

復
興
住
宅
の
整
備
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、

関
連
す
る
手
続
き
を
簡
略
化

で
き
な
い
か
。

（
黒
沢
敏
雄
議
員
）

　
　

調
査
し
た
う
え
で
回
答

す
る
。　
　
　
（
古
川
町
長
）

　
　
　

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
の

遊
具
更
新
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か
。

（
鴫
原
利
光
議
員
）

　
　

今
回
の
遊
具
更
新
は
老

朽
化
し
た
も
の
や
更
新
が
必

要
な
も
の
を
対
象
と
し
て
お

り
、
わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
に
あ

る
遊
具
は
、
最
近
遊
具
の
更

新
を
終
え
て
い
る
の
で
計
上

し
な
か
っ
た
。（

教
育
次
長
）

予
算
の
補
正

議
員
提
案

条
例
の
改
正

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

要
旨

提
出
先

提
出
先

質
問

質
問

答答

答

答答

答

答

答

要
旨

要
旨

提
出
先

○旧川俣精練解体等工事費　　　 1,698万4千円
○送迎車運行業務委託料　　　　 1,337万7千円
○区域の防災・防犯対策事業委託料　1,176万円
○保育園遊具更新工事　　　　　　　 467万円
○井戸水等水質検査事業　　　　 5,751万1千円
○災害廃棄物処理処分委託料　　 3,078万4千円
○米の全袋検査事業補助金　　　 1,998万1千円
○農業基盤整備促進事業工事請負費　3,000万円
○山木屋生活改善センタートイレ修繕工事　1,200万円
○道路補修工事費　　　　　　 2億850万3千円
○小学校遊具更新工事　　　　　 2,319万1千円
○幼稚園遊具更新工事　　　　　　955万2千円
○羽山の森美術館遊具更新工事　　892万5千円
○おじまふるさと交流館遊具更新工事　577万5千円
○地区公民館遊具更新工事　　　　451万5千円

補正予算の主な内訳
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受理
番号 付託委員会 件　　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

受理
番号 付託委員会 件　　　　　名 陳 情 者 住 所 及 び 氏 名 審査

結果

７ 産 業 建 設
常任委員会

町道西田・坊ノ入線の道路改
良及び暮ノ内地内法定外道路
の町道認定に関する請願書

川俣町大字東福沢字西田7－1
志田　　仁　外57名

高橋　道也
高橋　道弘 採　択

5 厚 生
常任委員会

違法な臓器生体移植を禁じる
ことを求める陳情書

兵庫県伊丹市北伊丹1丁目75
井田　敏美 不採択

6 総 務 文 教
常任委員会

要請書（新庁舎建設へ地域産
木材の利活用について）

川俣町大綱木字折橋13　有限会社 花の木製材所
代表取締役 菅野　正裕

福島市中町5の18　福島県木材協同組合連合会
会長 朝田　宗弘

採　択

８ 産 業 建 設
常任委員会

天神入から七曲地区の上水道
配水管布設請願書

川俣町字七曲26－1
菅野　喜一　外５名

五十嵐謙吉
新関　善三 採　択

9月定例会請願審査結果

9月定例会陳情審査結果

議　案
第 64 号
第 65 号
第 66 号
第 67 号
第 68 号
第 69 号
第 70 号
第 71 号
第 72 号
第 73 号
第 74 号
第 75 号
第 76 号
第 77 号
第 78 号
第 79 号
第 80 号
第 81 号
第 82 号
第 83 号
第 84 号
第 85 号
第 86 号
第 87 号
第 88 号
第 89 号
諮問第１号

件　　　　　　　　　　　　　　　　　名
動産の取得について
川俣町企業立地促進区域及び避難解除区域等における町税の特例に関する条例
諸収入金に対する延滞金徴収条例の一部を改正する条例
川俣町税条例の一部を改正する条例
川俣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
川俣町介護保険条例の一部を改正する条例
川俣町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
平成24年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町小島財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町飯坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町大綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町小綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町山木屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度川俣町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成25年度川俣町一般会計補正予算（第３号）
平成25年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成25年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成25年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
川俣町個人情報保護審査会委員の任命について
教育委員会委員の任命について
人権擁護委員の候補者の推薦について

9 月 定 例 会 審 議 結 果（平成25年9月5日～24日）
審 議 結 果
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
同意（全会一致）
同意（全会一致）
同意（全会一致）
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企
画
財
政
課
と
し
て
、
総
合

企
画
調
整
機
能
が
果
た
さ
れ

ず
こ
の
よ
う
な
事
業
執
行
を

行
っ
た
こ
と
は
改
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

24
年
度
の
生
活
圏
除
染
は
、

25
年
度
へ
事
業
を
繰
り
越
し

て
実
施
し
た
が
、
除
染
作
業

の
成
果
に
つ
い
て
、
町
民
が

閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
施
設
の
除
染
を
実
施

後
に
汚
染
具
合
の
測
定
を

し
た
結
果
、
汚
染
の
数
値
が

上
昇
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

除
染
作
業
に
よ
り
汚
染
が
悪

化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
業
務

委
託
終
了
前
に
、
再
除
染
を

す
る
よ
う
改
め
る
べ
き
で
あ

る
。

　

24
年
度
の
成
果
を
参
考
に
、

25
年
度
は
住
民
の
立
場
に
立

っ
た
除
染
作
業
へ
の
対
応
に

全
力
を
傾
注
し
て
欲
し
い
。

　

決
算
は
適
正
に
処
理
さ
れ

た
。

携
が
図
ら
れ
て
い
な
い
事
業

が
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

町
内
の
人
口
減
少
の
実
態
か

ら
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
の
分
析
を
は
じ
め

と
す
る
、
様
々
な
事
業
の
分

析
を
行
わ
な
い
と
、
今
後
の

予
算
編
成
・
事
業
執
行
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
の

で
、
各
種
事
業
の
分
析
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

　

山
木
屋
地
区
の
避
難
者
の

移
動
状
況
や
、
町
内
の
自

主
避
難
者
の
動
向
を
把
握
し

て
お
く
の
は
、
震
災
発
生
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
ご
と
単
独
に

集
計
し
た
も
の
を
活
用
し
て
、

２
年
以
上
正
確
に
把
握
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
町
民
の
所

在
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
行

政
執
行
上
必
要
不
可
欠
の
こ

と
で
あ
る
の
で
、
関
係
各
課

の
連
携
を
は
か
り
、
常
に
正

確
に
把
握
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。

　

復
興
事
業
費
で
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定

支
援
業
務
と
川
俣
西
部
工
業

団
地
開
発
許
可
申
請
書
作
成

業
務
に
取
り
組
ん
だ
が
、
産

業
課
へ
の
明
確
な
指
示
も
な

い
ま
ま
連
携
が
な
く
任
せ

た
ま
ま
に
な
り
事
業
進
捗
状

況
の
把
握
も
で
き
て
い
な
い
。

の
う
ち
、
財
政
的
に
運
営
困

難
と
思
わ
れ
る
財
産
区
も
あ

る
。
現
在
所
有
し
て
い
る
財

産
の
再
確
認
を
し
た
う
え
で
、

今
後
の
対
応
方
法
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

　

災
害
弔
慰
金
の
周
知
、
受

付
が
２
年
間
遅
れ
て
取
り
組

ん
だ
が
、
遅
れ
に
対
し
て
町

民
へ
の
詳
細
な
周
知
と
迅
速

な
取
り
組
み
が
な
く
、
適
正

に
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

該
当
者
は
大
変
混
乱
し
た
。

ま
た
、
不
服
審
査
の
申
請
と

審
査
方
法
に
つ
い
て
、
委
員

会
で
指
摘
後
よ
う
や
く
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
。

　

国
・
県
の
制
度
を
理
解
し
、

町
民
の
た
め
の
事
業
執
行

は
地
方
行
政
の
基
本
で
あ
り
、

改
め
て
基
本
の
確
認
を
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　

震
災
関
連
か
ら
の
復
興
に

む
け
て
、
数
多
く
の
事
業

が
企
画
さ
れ
予
算
が
編
成
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
執
行
に

あ
た
っ
て
、
明
確
な
事
業
方

針
を
示
し
、
連
絡
調
整
を
密

に
し
な
が
ら
事
業
執
行
に
取

り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

業
務
分
担
を
し
た
ま
ま
、
連

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
広
報
紙
や
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
配
布
時

期
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
目

線
に
立
っ
た
う
え
で
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

五
つ
の
財
産
区
特
別
会
計

　

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
職
員
研
修
を

実
施
し
て
い
る
が
、
接
遇
研

修
等
、
町
独
自
に
開
催
で
き

る
も
の
も
あ
る
。
川
俣
町
の

職
員
に
特
に
必
要
な
研
修
を

各会計決算審査特別委員会報告各会計決算審査特別委員会報告

月日（曜）
9月12日㈭
9月13日㈮
9月14日㈯
9月15日㈰
9月16日㈪
9月17日㈫
9月18日㈬
9月19日㈭
9月20日㈮

時　　間
10：00～14：36
10：00～16：58

10：00～13：15
10：00～16：59
10：00～18：40
10：00～16：23

審　　査　　課　　等
企画財政課
企画財政課、原子力災害対策課、産業課
休会
休会
休会（敬老の日）
産業課、会計室、議会事務局、総務課、町民税務課
保健福祉課
保健福祉課、建設水道課、こども教育課、生涯学習課
保健福祉課、討論、採決

日数
１
２
３
４
５
６
７
８
９

審　査　日　程

総　

務　

課

企
画
財
政
課

町
民
税
務
課

原
子
力
災
害
対
策
課

　

平
成
24
年
度
川
俣
町
各
会
計
決
算

審
査
特
別
委
員
会

　

全
議
員
が
、
住
民
に
対
し
決
算
に

つ
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、

所
属
常
任
委
員
会
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
広
範
に
理
解
を
深
め
、
町
政
の

課
題
に
対
応
し
た
決
算
の
検
証
と
政

策
提
言
を
実
現
す
べ
く
設
置
し
た
。

　

14
名
（
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査

委
員
を
除
く
全
議
員
）

　

●
委
員
長　
　

斎
藤　

博
美

　

●
副
委
員
長　

菅
野　

正
彦

　

平
成
24
年
度
川
俣
町
各
会
計
決
算

13
件
に
つ
い
て
、
９
月
12
日
か
ら
20

日
ま
で
の
日
程
で
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
各
課
ご
と
の
主
な
審
査

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名　

称

目　

的

構　

成

審
査
結
果
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ま
た
、
県
や
国
と
の
連
絡

調
整
は
重
要
で
は
あ
る
が
、

町
と
し
て
の
計
画
、
方
針
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
町
の
意

向
に
沿
う
よ
う
な
調
整
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
当
局
は
、

町
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
の

信
念
を
持
ち
、
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し

て
ほ
し
い
。

　

空
前
の
大
震
災
に
対
処
し

た
職
員
の
努
力
は
並
々
な
ら

ぬ
も
の
で
あ
り
、
復
旧
復
興

に
向
け
て
当
局
は
、
円
滑
な

事
務
執
行
の
た
め
職
員
の
指

導
に
つ
い
て
更
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。
ま
た
そ
の
震
災

の
取
り
組
み
実
績
に
つ
い
て

は
、
報
告
書
の
作
成
の
み
な

ら
ず
、
し
っ
か
り
分
析
の
上
、

各
決
算
の
成
果
の
概
要
に
お

い
て
も
整
理
し
て
記
録
に
と

ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
事
務
の

執
行
に
は
根
本
的
総
合
調
整

の
課
題
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、

会
計
上
の
執
行
は
問
題
が
な

い
た
め
、
各
会
計
の
決
算
は

認
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
決

定
し
た
。

　

平
成
25
年
９
月
24
日

　

平
成
24
年
度

　

川
俣
町
各
会
計
決
算
審
査

　

特
別
委
員
会

　

決
算
は
適
正
に
処
理
さ
れ

た
。

　

た
だ
し
、
先
の
本
議
会
に

お
い
て
、「
農
業
及
び
農
村

の
動
向
並
び
に
振
興
に
関

し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る

報
告
」
や
「
大
震
災
及
び
原

発
災
害
の
被
害
状
況
の
取
り

ま
と
め
」
は
９
月
議
会
に
提

出
す
る
と
、
期
限
を
定
め
て

書
類
の
提
出
を
申
し
出
た
が
、

依
然
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い

な
い
。
約
束
を
反
故
に
す
る

こ
と
は
議
会
の
権
威
を
失
墜

す
る
こ
と
で
あ
り
強
く
申
し

出
る
と
と
も
に
、
期
限
通
り

の
提
出
を
町
長
に
要
請
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
の
各
会
計
の

決
算
に
お
い
て
は
、
災
害
か

ら
の
復
旧
復
興
関
連
事
業
に

取
り
組
ん
だ
が
、
予
算
化
し

た
事
業
の
所
管
課
で
執
行
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

り
、
調
整
さ
れ
な
い
ま
ま
執

行
し
、
成
果
の
上
が
ら
な
い

事
業
で
終
わ
り
、
23
年
度
の

反
省
を
顧
み
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

た
め
、
研
修
室
が
少
な
く
特

に
高
齢
者
に
不
便
を
き
た
し

て
い
る
の
で
、
仮
設
の
会
議

室
の
増
設
を
す
る
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
利

用
者
の
た
め
に
、
配
置
図
や

催
し
物
案
内
等
利
用
者
の
便

を
考
え
る
と
と
も
に
、
環
境

の
美
化
と
整
備
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

地
区
公
民
館
の
利
用
人
数

の
割
に
、
主
催
事
業
の
参
加

者
が
少
な
い
。
少
子
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
は
ソ
フ
ト
事

業
に
も
っ
と
予
算
を
計
上
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
社
会
教
育

施
設
に
は
、
建
設
後
の
時
間

経
過
か
ら
、
早
め
の
修
繕
を

す
れ
ば
施
設
が
長
期
間
の
利

用
に
耐
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

利
用
者
も
安
全
に
快
適
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
社
会
教
育

施
設
の
修
繕
計
画
を
定
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　

決
算
は
適
正
に
処
理
さ
れ

た
。

地
除
染
を
行
っ
た
が
、
農
地

の
除
染
効
果
が
上
が
っ
た
ば

か
り
か
、
農
家
の
所
得
も
上

が
っ
た
。
こ
の
成
果
の
評
価

を
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。

　

決
算
は
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
た
が
、
降
雪
期
に
お
い

て
旧
町
内
は
降
雪
後
す
ぐ
除

雪
を
行
わ
な
い
が
、
改
善
方

法
を
検
討
願
い
た
い
。

　

放
射
線
の
影
響
に
よ
る
健

康
問
題
は
重
要
で
あ
り
、
安

全
の
確
認
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
の
健
康
に
配
慮
し
、
保

護
者
も
子
ど
も
も
安
心
で
き

る
教
育
行
政
を
よ
り
一
層
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　

奨
学
資
金
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
貸
付
金
額
の
見
直

し
や
学
力
優
秀
者
へ
の
顕
彰

制
度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

頂
き
た
い
。

　

中
央
公
民
館
を
役
場
の
仮

庁
舎
と
し
て
利
用
し
て
い
る

　

70
歳
到
達
者
の
人
間
ド
ッ

グ
受
診
に
お
い
て
は
、
医
療

機
関
に
お
け
る
十
分
な
検
査

体
制
と
予
算
を
確
保
し
な
か

っ
た
が
、
予
防
事
業
に
お
い

て
は
、
万
全
の
態
勢
で
臨
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も

に
、
希
望
者
に
は
、
早
急
な

受
診
の
機
会
を
提
供
す
る
べ

き
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
証
の
短
期

被
保
険
者
証
や
資
格
証
明

書
の
発
行
及
び
、
介
護
保
険

事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
情
報
周
知
な
ど
、
生
活

困
窮
者
や
弱
者
と
言
わ
れ
る

方
々
へ
、
福
祉
行
政
の
模
範

と
な
る
対
応
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。
特
に
、
業
務
委
託
し

て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
事
業
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
事

業
等
に
対
し
、
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
町
の
方
針
を
明
確

に
伝
え
、
実
施
状
況
の
分
析

を
し
な
が
ら
成
果
の
上
が
る

よ
う
絶
え
ず
連
携
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

24
年
度
に
お
い
て
川
俣
町

は
農
地
所
有
者
に
業
務
を
委

託
す
る
と
い
う
画
期
的
な
農

　

23
年
に
発
生
し
た
災
害
に

お
い
て
、
災
害
弱
者
と
言
わ

れ
る
人
々
へ
の
対
応
が
課
題

と
な
っ
た
が
、
24
年
度
に
お

い
て
防
災
計
画
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
災
害
は
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

原
発
災
害
で
は
、
全
町
民

が
心
身
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。
そ
の
調
査
を
県

が
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
を
反
映
し
た
施
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
県
と
の
連
携
が
な
さ

れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
庁

内
の
連
携
も
な
く
、
さ
ら
に

健
康
対
策
が
取
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
た
、
自
主
避
難

者
や
転
出
者
に
対
し
て
、
県

民
健
康
調
査
や
フ
ィ
ル
ム
バ

ッ
ジ
等
の
デ
ー
タ
管
理
の
継

続
が
必
要
で
あ
る
ほ
か
、
こ

ど
も
医
療
制
度
や
各
種
検
診

の
周
知
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
町
民

に
寄
り
添
っ
た
行
政
執
行
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
望
む

も
の
で
あ
る
。
当
局
は
、
十

分
な
反
省
の
も
と
町
民
の
た

め
の
健
康
施
策
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
課

産　

業　

課

生
涯
学
習
課

会　

計　

室

ま
と
め

議
会
事
務
局

こ
ど
も
教
育
課

建
設
水
道
課


